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	Ⅰ. Tokyo DIEMASを利用した災害連携登録訓練 (日本透析医会ネットワークへの連携入力を含む)
	Ⅱ.  メーリングリストを利用した地区情報の共有
	Ⅲ.  MCA無線を使用した三多摩内情報伝達訓練　※MCA無線機設置施設（18施設）のみ 15:00-の予定                                                  こちらの訓練の詳細は事務局本部（杏林大学医学部付属病院　臨床工学室　山田裕信技士長）から関係ご施設に送付しています。本年も都区部との連携訓練は別日に本部施設のみで実施予定です。

